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Summary
　　　The　operative　technique　of　shape　memory　implant　is　as　easy　as　that　of　usual　blade
implant．　In　addition，　the　occlusal　supporting　force　increases　with　shape　memory　effect．　But，
after　the　operation，　impression・taking　and　the　construction　of　the　master　cast　containing
the　implant　become　difficult．　When　the　master　cast　is　removed　from　the　impression　and　the
superstructure　is　made　up　on　the　cast，　the　implant・head　part　is　liable　to　break　down　due　to
thinness．　We　made　up　the　constructon　method　of　the　master　cast　using　a　type　of　cold・curing
pattern　resins．　In　this　method，　as　the　implant・head　part　was　made　of　acrylic　resin，　it　does
not　break　off．　However，　it　is　a　serious　problem　that　the　cold－curing　resin　has　about　O．67％
of　a　line　shrinkage　after　24　hours．　This　problem　was　solved　by　combining　the　resin　and
resln　post　plns．
（1986年5月6日受理）
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村］二他：形状記憶インフラント埋入後の作業用模型製作
言
　最近，臨床経過が10年以上の症例の中に，時と
して、ブレードインプラントの垂直的な沈下現象
が見られることが報告されており，これぱ咬合圧
より，ブレードインプラントの支持力がわずかに
図1：先端部を真直に変形させた状態と開脚した
　　状態の形状記憶インプラント
小さい時に起きるものと考えられている．この現
象を防ぐ手段として，ブレードインプラントの咬
合支持力をさらに大きくすることが考えられ．こ
の目的から，福与ら1－3）ぱ形状記憶効果を持つ材料
で作られたブレードインブラント（形状記憶イン
プラント）を開発した．素材は，生体親和性が良
好であると報告4－8｝されている古河電工社製の
Ni・Ti（原子比50：50）形状記憶台金を使用し，図
1に示すように，形状記憶効果により，ブレード
先端部を頬側および舌側にそれぞれ30’，計60’開
脚できるようにあらかじめ記憶させておき，ブ
レードを骨内に埋入する直前に，開脚した先端部
を真直に変形させ／図2および図3），埋入完了後，
加温生食水，あるいは高周波加温器を用いて，ブ
レード先端部を所定の温度40℃に熱することに
より，先端が頬舌側に互い違いに開いて，再び埋
入前の形態に戻るようにしたものである（図4お
よび図5）．したがって，手術時のブレード埋入操
作は極めて簡単であり，手術侵襲も少なく，しか
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図2：埋入直前に形状記憶インプラントの先端部
　　を真直に変形させる
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図3：先端部を真直に変形させた形状記憶インプ
　　　ラント
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図4：形状記憶インプラント埋入後のデンタルX
　　線写真
図5：形状記億インプラント埋入後のオクルザル
　　　X線写真
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も頬舌的に開脚できるため，従来のブレードに比
較して，垂直的な沈下量が約1／2に減少するという
結果9）が有限要素法による解析で得られている．
しかし，このNi－Ti合金の欠点として，その加工
性が問題になっており，現段階では，任意に形状
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を与えることが難しい．高橋ら10・11）はこの合金の
鋳造性について報告しているが，未だ，実用化に
は至っていない．したがって，このインプラント
はWire放電加工で製作されており，薄い板上構
造を呈しているため，インプラントのヘッド部分
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図6：個歯トレー，個人トレーを用いてシリコン
　　　ラバー印象材にて支台歯および全顎の印象
　　　を採得する．
図7：作業用模型製作に用いるパターン用レジン
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図8　インプラントヘッドの印象部分にパターン
　　用レジンを気泡，欠損部を作らないように
　　静かに筆積みする．
図9　パターン用レジンの硬化が始まる前に，印
　　象底部までレジンが十分つめ込まれるよう
　　　にレジンポストピンを静かに挿入する．
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図10：挿入されたレジンポストのヘッド部分をパターン用レジンで固定する．
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がイガラント㈱と同様，1．1㎜あるいは1．3
mmの薄いものになり，インプラント埋入後の印
象採得，作業用模型の製作を極めて困難にしてい
る．すなわち，植立されたインプラントのヘッド
部分が薄いため，通常の石膏系模型材を使用する
と印象から模型を撤去する際，あるいは上部構造
物を製作する際に模型を破損しやすい，そこで，
著老らは，作業用模型の製作にあたって，イソプ
ラントのヘッド部分にG－C社製パターンレジン
の応用を試みて良好な結果を得たので報告する．
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図11：パターン用レジンが完全に硬化した後（約
　　　4分後），印象内よりインプラントヘッドの
　　　部分を静かに抜き，気泡，あるいはレジソ
　　　の欠損部の有無を確認する．
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図12：インプラントのヘッド部分を精査した後，
　　　静かに印象に戻し，通法どおり，超硬石膏
　　　を注入する．
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図13：超硬石膏が完全に硬化した後，印象より模
　　　型を撤去する．
図14：ダウェルピンを植立する．
図15：模型下部を製作する． 図16：完成
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作業用模型の製作方法
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作業用模型の製作方法は，図6～16に示す．
考 察
　ブレードタイプインプラントはヘッド部が極め
て薄いため，その技工操作に苦慮している．通常
の作業用模型製作のように超硬石膏を注入する
と，ヘッド部が薄いため，印象より模型を撤去す
る際あるいは上部構造物製作作業中に破損するこ
とも少なくない．そこで，一般的には，印象より
作業用模型を撤去する際，ヘッド部が破損しない
ように寒天印象材などの極めて強度の小さい精密
印象材が使用されている．しかし，この方法では，
上部構造物製作作業中のヘッド部の破損は防止で
きない．そこで，著者らは，ヘッド部にレジン材
料を応用し，ヘッド部自体の強度を増すことを考
えた．この方法で最も問題になるのはレジン材料
の硬化時収縮である．草皆の報告12）では，このパ
ターン用レジンの24時間後の線収縮率は，0．67％
を示しており，このままの状態で使用すると収縮
が大きいため，この支台上で製作した上部構造物
は患者の口腔内では装着できない結果となる．し
たがって，resin　post　pin（村上研究所），あるい
はroot　canal　pin（William’s　Dental　Service　AB：
Sweden）を使用し，強度を高めると共に，使用す
るレジソ量を少なくし，ヘッド部の寸法変化を最
小限にとどめるように考慮した．また，図8に示
したように，印象に直接レジンを注入するため，
ハイドロコロイド系の印象材は使用できない．ま
た，チオコールラバー印象材を使用するとレジン
が印象に固着するおそれがあるので，シリコンラ
バー系印象材を使用することが望しい．
結 語
　プレードタイプインプラント，特に形状記憶イ
ンプラントはヘッド部が薄いため，術後の作業用
模型の製作に苦慮する．現在，著者らは，この作
業用模型の製作にパターン用レジンを応用して，
臨床上良好な結果を得ているが，レジンの硬化時
229
『収縮に起因する寸法精度等の問題がないわけでは
ない．したがって，今後いろいろな角度からの検
討を加えて，さらに優れたテクニックを完成させ
るよう努力するつもりである．
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